
 

 

 

                   

事業名 
～日本語での意思疎通による円滑なコミュニケーションづくりを推進～ 

日本語の学習機会を拡充します 

概 要 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

                                            

                      

 

 
 

 
 

ここが 

ポイント 

◆日本語学級を中学校に新設し小

学校にもさらに 1 校増設します。 

◆外国人が楽しみながら「やさし

い日本語」を学習できる機会をつ

くります。 

事業費 
① ２,２５１千円 

② ７,３０６千円 

問合せ 

課 長 ①  学務課  山本         ☎ ０３－３５７８－２７２５（直通） 

   ②③ 国際化・文化芸術担当  大久保 ☎ ０３－３５７８－２５２２（直通） 

係 長 ①  学務課学事担当  柳澤     ☎ ０３－３５７８－２７２６（直通） 

   ②③ 地域振興課国際化推進係  名取 ☎ ０３－３５７８－２３０３（直通） 

 

資料 ５ 

 

    
  

  
  

 

① 小・中学校に日本語学級を設置します 
港区では近年、日本語の指導を必要とする外国人児童・生徒等が増加し、平成３年度に開設した
港区立笄小学校（港区西麻布三丁目）の日本語学級には、編制基準を超える数の児童が通学
しています。このため、平成 30 年 4 月から港区立麻布小学校（港区麻布台一丁目）、港区立六
本木中学校（港区六本木六丁目）に新たに日本語学級を開設します。 
  港区立小・中学校外国人児童・生徒数の推移
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【日本語学級の概要】 
◆外国籍及び海外からの帰国児童・生徒が対象 
◆各児童・生徒の習熟度に伴い週 1～2 日程度
在学校から通学 

◆通学期間は原則 2 年間 
◆日本の生活習慣、文化等を習得 
◆通常の教科について、日本語だけでなく英語等
も交え、分かりやすく説明し、理解力を向上 

 

港区には、約 2 万人の外国籍の方が暮らしており、その国籍も 130 を超えています。 

子どもから高齢者まで国籍を問わず誰もが安全に安心して心豊かに暮らすことができる

「港区ならではの地域共生社会」の実現に向け、外国人等の日本語習得支援を推進します。 

② 日本語学習（やさしい日本語）を通じた交流促進事業を実施します 
地域社会の共通言語となる「やさしい日本語」を広く展開するため、日本語学習を通じた
外国人と日本人の交流促進事業を実施します。 
 ～日本語会話を実践して、楽しみながら日本語を学びます～ 
◆コーディネーターが支援して、外国人と日本人（ボランティア）とをマッチングさせ
てパートナーを作り、実践的な日本語会話の機会を提供します。（3０組／年） 
6月１日から募集を開始します。 

◆「やさしい日本語」による日本料理教室などのイベントを通じ、日本人と交流する機
会を提供します。（２回／年）平成 30年 9月に募集を開始予定。  

 

平成 30 年 4 月 18 日 

港 区 区 長 記 者 発 表 

 
外国人と日本人が日本語会話の実践から友人関係を深めることで、日本人が地域のコミ
ュニティやイベント（区民まつり、防災訓練等）に外国人を誘い、外国人が「やさしい
日本語」を使い参加し交流することで、外国人の地域社会への貢献を推進します。 

③ 「やさしい日本語」を通じて外国人の地域参画と協働を推進します 


